
＜題材計画表＞ 

題
材
名 

作曲者の思いを歌で表現しよう 
＜11時間完了＞ 

「大地讃頌」（表現：歌唱） 

「花の街」（表現：歌唱） 

目 

標 

知  曲想と音楽の構造（「旋律」・「強弱」）や歌詞の内容，曲の背景との関わりを理解する。 

創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。 

思 「旋律」や「強弱」の働きを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し，試行錯誤し

ながらどのように音楽で表現するかについて考え，思いや意図をもったり，音楽を評価しながら

よさや美しさを味わって聴いたりする。 

態 「旋律」や「強弱」の働かせ方や，歌詞の内容，曲の背景に関心をもち，表現の工夫を試行錯誤した

り，振り返ったりしながら，主体的・協働的に学習活動に取り組む。 

時 学習内容  
評     価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
８ 

 【つかむ場】 

・課題を知る。 

 

 

・課題を達成するための「試行錯誤するポイント」

を知る。 

 

 

 

［拡散的思考］ 

『大地讃頌』第１～６時限 

・「大地讃頌」の音取りをしながら，場面毎の曲想

の変化をつかむ。 

・「大地讃頌」A～D場面のアナリーゼを行い，曲想

と，音楽の構造（旋律・強弱）との関わりを学級

全体で捉える。 

・「土の歌」第１楽章～第７楽章を聴き，歌詞に込

められた作詞者の平和への思いを感じ取る。 

・「大地讃頌」の歌詞の内容と音楽の構造との関連

を考え，作曲者が曲に込めた意図を感じ取る。 

・アナリーゼや歌詞の内容から捉えたことを，どの

ように歌唱表現で表すのかを試行錯誤する。 

・「試行錯誤するポイント」に関して，今後生かせ

そうなことを記録する。 

『花の街』（グループ活動）第７，８時限 

・「花の街」の音取りをしながら，１～３番の歌詞

の変化による，曲想の変化をつかむ。 

・「花の街」のアナリーゼを行い，曲想と音楽の構

造（旋律・強弱）との関わりをグループで捉える。 

・作曲された時代の日本の状況を理解し，歌詞１～

３番に込められた作詞者の思いを感じ取る。 

・「花の街」の歌詞の内容と音楽の構造との関連を

考え，作曲者が曲に込めた意図を感じ取る。 

・個人で「表現のめあて」を設定する。 

・「試行錯誤するポイント」が生かされた「表現の

めあて」になっているか振り返る。【拡Ｍ①】 

Ａ 

 曲想と「旋律」や「強弱」の

働き，歌詞の内容，曲の背景と
の関わりを十分に理解してい
る。 

「旋律」や「強弱」の働きを

理解し，音楽を評価しながらよ
さや美しさを味わって聴いて
いる。 

Ａ 

「旋律」や「強弱」の働

かせ方の多様性や，歌詞の

内容，曲の背景に高い関心

をもって取り組もうとして

いる。また，他者と意見を

共有する中で，自己の表現

だけでなく，グループで表

現をより高められるよう，

試行錯誤をしたり，振り返

ったりしながら取り組もう

としている。 

Ｂ 

曲想と「旋律」の働き，歌詞
の内容，曲の背景との関わりを
理解している。もしくは，曲想

と「強弱」の働き，歌詞の内容，
曲の背景との関わりを理解し
ている。 
 

「旋律」の働き，もしくは「強
弱」の働きを理解し，音楽を評
価しながらよさや美しさを味

わって聴いている。 

方
法 

学習プリントの記述 学習プリントの記述 

Ｂ 

「旋律」や「強弱」の働

かせ方や，歌詞の内容，曲

の背景に関心をもって取り

組もうとしている。また，

他者からの助言を参考に，

自己の表現を試行錯誤しな

がら取り組もうとしてい

る。 

９ 
・ 
10 

【つくる場】 

［拡散的思考］ 

・表現のめあてを基に，グループで意見交換し，グ

ループで表したいことを考える。 

・旋律や強弱をどのように工夫すれば，表したいこ

とを表すことができるのかについてグループで

練習しながら追究する。 

・表したい思いや意図を決定し，「表現のめあて」

を再設定する。 

・グループ同士で聴き合いをし，より旋律を生かし

た「表現のめあて」になるように意見交換し合う。

【拡Ｍ②】 

 

Ａ 

 「旋律」や「強弱」の働かせ

方を試行錯誤しながらどのよ
うに音楽で表現するかについ
て，明確な思いや意図をもてて

いる。 

Ｂ 

「旋律」，もしくは「強弱」
の働かせ方を試行錯誤しなが
らどのように音楽で表現する

かについて，思いや意図をもて
ている。 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

作曲者の思いを歌で表現しよう 

①旋律をいかした表現 
②強弱をいかした表現 



 

［収束的思考］ 

・ICT機器で録画・録音し，客観的に自分たちの演

奏を振り返る。 

 

・伝えられたアドバイスや録音した音源を基に「表

現のめあて」を決定する。【収Ｍ】 方
法 

 活動の様子 

学習プリントの記述 
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【ふりかえる場】 

・発表会をする。 

・他のグループの演奏を鑑賞する。 

・題材を通して学んだことを振り返る。 

【拡・収ＲＭ】 

Ａ 

「旋律」と「強弱」の働き

を生かした音楽表現をするた

めに必要な十分な技能を身に

付けている。 

 

Ｂ 

「旋律」，もしくは「強

弱」の働きを生かした音楽表

現をするために必要な技能を

身に付けている。 

方
法 

発表 

学習プリントの記述 



＜題材計画表＞ 

題
材
名 

構成や音色の働きを生かして表現しよう 
＜７時間完了＞ 

「ＳＴＯＭＰ」（鑑賞） 

「交響曲第５番 ハ短調」（鑑賞） 

「理想の時代」（表現：創作） 

目 

標 

知  曲想と「構成」や「音色」の働きとの関わりを理解する。 

「構成」や「音色」の働きを生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。 

思 「構成」や「音色」の働きを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し，試行錯誤し

ながらどのように音楽で表現するかについて考え，思いや意図をもったり，音楽を評価しながらよ

さや美しさを味わって聴いたりする。 

態 「構成」や「音色」の働かせ方の多様性に関心をもち，表現の工夫を試行錯誤したり，振り返ったり

しながら，主体的・協働的に学習活動に取り組む。 

時 学習内容  
評     価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１
・
２ 

【つかむ場】 

・課題を知る。 

 

 

・課題を達成するための「試行錯誤するポイント」

を知る。 

 

 

［拡散的思考］ 

『ＳＴＯＭＰ』第１時限 

・「ＳＴＯＭＰ」を鑑賞し，身の周りの音素材を創

意工夫して生まれる多様な「音色」について知る。 

『交響曲第５番 ハ短調』第２時限 

・「交響曲第５番 ハ短調」を鑑賞し，音楽の要素

の働きと，それらによって生み出される曲想を捉

える。 

・捉えたことを全体でプレゼンテーションする。 

・「構成（反復）」や「形式（ソナタ形式）」につい

て知る。 

『理想の時代』第２時限 

・表したい時代像について個人で想起し，「表現の

めあて」を設定する。 

・「試行錯誤するポイント」が生かされた「表現の

めあて」になっているか振り返る。【拡Ｍ①】 

Ａ 

 曲想と「構成」や「音色」の

働きとの関わりを十分に理解
している。 

「構成」や「音色」の働きを

理解し，音楽を評価しながらよ
さや美しさを味わって聴いて
いる。 

Ａ 

「構成」や「音色」の働

かせ方の多様性に高い関心

をもって取り組もうとして

いる。また，他者と意見を

共有する中で，自己の表現

だけでなく，グループで表

現をより高められるよう，

試行錯誤をしたり，振り返

ったりしながら取り組もう

としている。 

Ｂ 

曲想と「構成」，もしくは「音

色」の働きとの関わりを理解し
ている。 

「構成」の働き，もしくは「音

色」の働きを理解し，音楽を評
価しながらよさや美しさを味
わって聴いている。 

方
法 

学習プリントの記述 学習プリントの記述 

Ｂ 

「構成」や「音色」の働

かせ方に関心をもって取り

組もうとしている。また，

他者からの助言を参考に，

自己の表現を試行錯誤しな

がら取り組もうとしてい

る。 

３
・
４
・
５
・
６ 

【つくる場】 

［拡散的思考］ 

『理想の時代』 

・「表現のめあて」を基に，グループで意見交換し，

グループで表したいことを考える。 

・「構成」や「音色」をどのように工夫すれば，表

したいことを表すことができるのかについてグ

ループで練習しながら追究する。 

・表したい時代像をグループで決定し，「表現のめ

あて」を見直し，グループで共有する。 

・「表現のめあて」を再設定する。 

・グループ同士鑑賞し合わせ，より「構成」や「音

色」を生かした「表現のめあて」になるように意

見交換し合う。【拡Ｍ②】 

 

［収束的思考］ 

・ICT機器で録音し，客観的に自分たちの演奏を振

り返る。 

・伝えられたアドバイスや録音した音源を基に「表

現のめあて」を決定する。【収Ｍ】 

Ａ 

 「構成」や「音色」の働かせ
方を試行錯誤しながらどのよ

うに音楽で表現するかについ
て，明確な思いや意図をもてて
いる。 

Ｂ 

「構成」，もしくは「音色」

の働かせ方を試行錯誤しなが
らどのように音楽で表現する
かについて，思いや意図をもて

ている。 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

構成や音色の働きをいかして表現しよう 

①構成をいかした表現 
②音色をいかした表現 



 

７ 

【ふりかえる場】 

・発表会をする。 

・他のグループの演奏を鑑賞する。 

・題材を通して学んだことを振り返る。 

【拡・収ＲＭ】 

Ａ 

「構成」と「音色」の働き

を生かした音楽表現をするた

めに必要な十分な技能を身に

付けている。 

 

Ｂ 

「構成」，もしくは「音

色」の働きを生かした音楽表

現をするために必要な技能を

身に付けている。 

方
法 

創作作品，発表 

学習プリントの記述 



＜題材計画表＞ 

題
材
名 

形式に着目し，曲想の変化が 
感じられる表現方法を考えよう 

＜12時間完了＞ 

「ブルタバ」（鑑賞） 

「帰れソレントへ」（表現：歌唱） 

「上を向いて歩こう」（表現：創作） 

目 

標 

知  曲想の変化と，音楽の構造との関わりを理解する。 

音楽を形づくっている要素の働きを生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。 

思 「形式」と，他の音楽を形づくっている要素との関わりを知覚し，それらの働きが生み出す特質や

雰囲気を感受し，試行錯誤しながらどのように音楽で表現するかについて考え，思いや意図をもっ

たり，音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴いたりする。 

態 各場面の曲想の変化と「形式」と他の音楽を形づくっている要素との関わりに関心をもち，表現の

工夫を試行錯誤したり，振り返ったりしながら，主体的・協働的に学習活動に取り組む。 

時 学習内容  
評     価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 
・ 
２ 
・ 
３ 
・ 
４ 
・ 
５ 

【つかむ場】 

・課題を知る。 

 

 

 

・課題を達成するための「試行錯誤するポイント」

を知る。 

 

 

［拡散的思考］ 

『ブルタバ』第１時限 

・「ブルタバ」を鑑賞し，標題ごとに変化する音楽

の要素の働きと，それらによって生み出される曲

想の変化を捉える。 

・捉えたことを全体でプレゼンテーションする。 

・創作に向けての思いや意図を個人で想起し，「試

行錯誤するポイント」に関して，今後生かせそう

なことを記録する。 

『帰れソレントへ』第２・３時限 

・「帰れソレントへ」の音取りをしながら，場面ご

との曲想の変化をつかむ。 

・曲中に現れる同主調への転調と，それらによって

生み出される曲想の変化を捉える。 

・カンツォーネについて知る。 

・カンツォーネ特有の曲想と音楽の構造との関連，

また強い思いを表現する歌詞との関連を捉える。 

・「試行錯誤するポイント」に関して，今後生かせ

そうなことを記録する。 

『上を向いて歩こう』第４・５時限 

・アルトリコーダーで主旋律を吹き，形式の働きに

よる曲想の変化を捉える。 

・ジャズ，ボサノバ，ロック調にアレンジされた「上

を向いて歩こう」を鑑賞し，ジャンルごとに，形

式の働きにより曲想がどのように変化するのか

を捉える。 

・捉えたことを全体でプレゼンテーションする。 

・今後「上を向いて歩こう」をアレンジするにあた

り，「形式」」と他の音楽を形づくっている要素の

働きを生かして，どのような音楽を表現したいの

か思いや意図をもち，「表現のめあて」を設定す

る。 

・「試行錯誤するポイント」が生かされた「表現の

めあて」になっているか振り返る。【拡Ｍ①】 

Ａ 

 曲想の変化と，音楽の構造と

の関わりを十分に理解してい
る。 

「形式」と，他の音楽を形づ

くっている要素との関わりを
知覚し，それらの働きが生み出
す特質や雰囲気を感受しなが

ら聴いている。 

Ａ 

各場面の曲想の変化と，

「形式」と他の音楽を形づ

くっている要素との関わり

に高い関心をもって取り組

もうとしている。また，他

者と意見を共有する中で，

自己の表現だけでなく，グ

ループで表現をより高めら

れるよう，試行錯誤をした

り，振り返ったりしながら

取り組もうとしている。 

Ｂ 

曲想の変化を理解している。
あるいは，各場面の音楽の構造
を理解している。 

「形式」について知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら聴いて

いる。もしくは，もしくは他の
音楽を形づくっている要素の
働きを知覚し，それらの働きが

生み出す特質や雰囲気を感受
しながら聴いている。 

方
法 

学習プリントの記述 学習プリントの記述 

Ｂ 

各場面の曲想の変化と，

「形式」と他の音楽を形づ

くっている要素との関わり

に関心をもって取り組もう

としている。また，他者か

らの助言を参考に，自己の

表現を試行錯誤しながら取

り組もうとしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【つくる場】 

［拡散的思考］ 

・「上を向いて歩こう」の「形式」と他の音楽を形

づくっている要素との働きがより生かされる表

現方法を考え，アレンジをする。 

Ａ 

 「形式」と，他の音楽を形づ

くっている要素の働きを試行
錯誤しながら，どのように音楽
で表現するかについて，明確な

思いや意図をもてている。 

「形式」に着目し，曲想の変化が感じ
られる表現方法を考えよう 

形式 



 

 
 
 
 
 
 
６ 
・ 
７ 
・ 
８
・
９
・ 
10
・
11 

・アレンジをする際に，主旋律のアレンジだけでな

く，副旋律や伴奏の創作も行う。 

・リコーダーだけでなく，「表現のめあて」を達成

するためにふさわしい楽器を選んで用いる。 

・どのように工夫すれば，表したいことを表すこと

ができるのかについてグループで練習しながら

追究する。 

・「表現のめあて」を再設定する。 

・「表現のめあて」を基に，グループで意見交換し，

グループで表したいことを考える。 

・グループ同士で聴き合いをし，より旋律を生かし

た「表現のめあて」になるように意見交換し合う。

【拡Ｍ②】 

［収束的思考］ 

・ICT機器で録画・録音し，客観的に自分たちの演

奏を振り返る。 

・伝えられたアドバイスや録音した音源を基に「表

現のめあて」を決定する。【収Ｍ】 

Ｂ 

 「形式」の働かせ方を試行錯

誤しながら，どのように音楽で
表現するかについて，明確な思
いや意図をもてている。もしく

は，他の音楽を形づくっている
要素の働きを試行錯誤しなが
ら，どのように音楽で表現する

かについて，明確な思いや意図
をもてている。 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

方
法 

活動の様子 

学習プリントの記述 

12 

【ふりかえる場】 

・発表会をする。 

・他のグループの演奏を鑑賞する。 

・題材を通して学んだことを振り返る。 

【拡・収ＲＭ】 

Ａ 

「形式」と，他の音楽を形

づくっている要素の働きを生

かした音楽表現をするために

必要な十分な技能を身に付け

ている。 

 

Ｂ 

「形式」，もしくは他の音

楽を形づくっている要素の働

きを生かした音楽表現をする

ために必要な技能を身に付け

ている。 

方
法 

創作作品，発表 

学習プリントの記述 


